
新型コロナウイルスの世界的感染拡大、また日
本全国への緊急事態宣言が出され、本校も 6 月
までの臨時休校を余儀なくされました。入学式も
行えない中、学生は困難や不安の中で居ても立っ
てもいられない思いで過したと思います。

6 月 1 日、ようやく全校生、教職員と一堂に
会することができました。ささやかながら 26 期
生の入学を祝うことができ、この学校で、クラス
の仲間とともに学びが始まりました。

感染対策の徹底が求められる中で思うように対
面授業ができないこともありましたが、学生全員
が時間を惜しむかのように意欲的に、そして積極
的に学びに向かっていました。

コロナ禍の中でも、講師の皆様や臨床からの大
きなご協力をいただき、東葛看護専門学校の教育
理念をもとに学生の成長を応援してきました。

「3 年間、患者さんに対して十分な応援ができ
ず実習のたびに悔しくて情けない気持ちでいっぱ
いだった。しかし、実習を重ねるごとに目の前の
患者さんの気持ちを大切に困難に寄り添い、その
人らしい人生が送れるような応援をしていける看

護師になりたいと思うよう
になった。かかわってきた
患者さんにはいろいろな思
いや願いがあり、人生が
あった。患者さんと接し、
その生き方や物事の考え方
など多くを学び 3 年間で
自分の価値観が大きく変わっていったと感じる。」
卒業発表で述べられた 3 年生のレポートの一部
です。

学生は、学校での学びと臨地実習で、必死に生
き抜こうとする人間の力強さ、人間の回復力のす
ばらしさを実感し、社会や平和と人権そして医療
者の役割にもしっかり目を向け、人としての成長
も遂げています。

今もそして今後しばらくは、リモート授業や臨
地実習の中止や縮小、学内でも学年を超えての交
流などができない状態が余儀なくされますが、コ
ロナ禍の後につくるべき社会に思いを馳せながら、
様々な困難を励ましあって乗り越えていきたいと
思います。
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「あっちゃんと語る被爆体験」小谷孝子さん講演



４月、入学式を目前に新たな
出会い、夢だった看護師になる
第一歩を踏み出せる喜びでいっ
ぱいでした。しかし新型コロナ
ウイルスの感染拡大により臨時
休校となり、入学式は延期に
なってしまいました。学びが遅
れるのではないか、３年間で卒
業することができるのかなど不
安に思っていました。ZOOM
を使ったホームルームで、初め
て仲間の顔を見て、この 45 人
で３年間学んでいくのだなと思
いました。一緒に授業を受ける
姿を想像したことで、一度失い
かけていたやる気を取り戻し、
前向きに取り組もうと思いまし
た。

5 月に始まった看護総論の授
業で『慢性疾患医療の捉え方』
という資料を読み、糖尿病や高
血圧、高脂血症などは生活環境
が深く関わっていることを知り
ました。疾病観について考え生
活習慣病は個人の責任ではない
ということを学びました。

交流研修では 60
歳代Ｔさんご夫婦の
自宅に訪問し、お話
を聞かせていただき
ました。

お 話 を 聞 く 前 は、
病気を患うと痛みに
苦しんだり、生活が
制限されているとい
うイメージを持って

いました。しかし、Ｔ氏ご夫婦
の口からは「つらい」という言
葉は一言も出てきませんでした。
病気を患ってからも、お二人で
１日１日を大切にして生活をし
ていました。ご夫婦の生き方
を見て「病気になること = 不幸
せ」ではないと学びました。

26期生
　担　任
大井　涼
戸澤亜矢

学生
共に歩んだ一年

1年
生

26 回ナーシングセレモニー

足浴
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９月、初めての臨地実習であ
る基礎看護学Ⅰ実習に臨みまし
た。60 代男性の A 氏は発熱が
きっかけで入院された方でした。
事前情報では日常生活動作が自
立されている方と聞き、病棟内
を歩くことができる患者さんを
想像していました。しかし挨拶
に伺うと、「腰が痛い、力が入
らない」「歩けない」とベッド
に寝ていました。A 氏はお風
呂が好きで入院前はスーパー銭
湯によく行っていたそうで「歩
けるなら歩いていきたい」と願
いを話されていました。また
A 氏に困っていることを聞く
と「ない」と話されていました。
それを聞き私たちは入院生活の
中で困ったことはないと思って
いました。しかし、リハビリの
話をしているとき、体を動かせ
ないもどかしい気持ちが伝わっ
てきました。そこから、会話や
仕草、表情から不安や願いを汲
み取る大切さを学びました。A
氏を通して患者さんは「今より
ももっとよくなりたい」「回復
したい」という思いや願いを
持って頑張っていることを知り
ました。患者さんが願いに近づ

けるように私たちに何かできる
ことはないか考え応援をしてい
くことが大切と学びました。

90 代男性の D 氏は橋部脳梗
塞により入院された方でした。
D 氏は幕末に起こった生麦事
件、明治学院を作ったヘボンさ
んのこと、日本の高圧ガスの歴
史や、D 氏が頑張ってきた仕事
のことなど終始笑顔で話してく
ださりました。D 氏は認知機能
の低下があるとのことで、話を
何度も繰り返すこともありまし
た。話が繰り返されるたび相槌
を打ちながら聞きました。初め
ての経験だったため、私たちの
していることが本当に D 氏の
ためなのかとても不安でしたが、
D 氏がとても楽しそうにお話
してくださるので、私たちも心
から嬉しくなりました。何度も
同じことを話していたというの
ではなく、何度も何度も同じこ
とを私たちに話してくれたので
はないか、それほど私たちに伝
えたいと思ってくださっていた
のではないかと感じました。D
氏は話の内容が壮大になり現実
と想像がごちゃ混ぜになってい
ると感じる瞬間がありましたが、

それは無意識のうちに D 氏を
“ 認知機能障害をもった D 氏”
という枠にはめて捉え、勝手な
自分の解釈で感じていることだ
と思いました。D 氏の想像の世
界だと思っていた内容は、調べ
てみると実際に似たようなこと
が起こっていました。これらの
ことから、わからないと決めつ
けないこと、否定せずその患者
さんにとってのありのままを捉
えることが大切だと学びました。

私たちは、患者さんを病気の
人、身体が弱い人、心に傷があ
る人、幸せでない人というよう
な印象があり、医療者や看護師
が病気を治すと思っていました。
しかし、患者さんは病気と闘い
ながら、回復に向けて治療やリ
ハビリを頑張っていました。そ
の姿をみて、私たちも頑張ろう
と思いました。また、生き方や、
人生を教えて頂き学ぶことが出
来ました。これまでの学びを土
台に、患者さんから学び続け、
願いや回復を応援できる看護師
を目指し、26 期生全員で目標
に向かって頑張っていきます。

生命活動の学び ハンドベルに向けての練習
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新型コロナウイルスの影響に
よって、２か月の休校期間があ
り、オンラインでの学びから始
まりました。

生命活動では、人間誕生・骨
筋・呼吸器・循環器・免疫・内
分泌・脳神経・消化器の８つの
系に分かれてグループワークを
行っていきました。各系はつな
がりのないものだと思っていま
したが、学びを共有すると８つ
の系が繋がり、初めて生命が維
持できているのだとクラス全員
で学ぶことができました。また、
東葛祭での学びの発表で、生命
活動の免疫グループの発表を行

うことで振り返りができ、さら
に免疫細胞の構造や役割につい
て深めることができました。自
然免疫では第一段階として、外
界と接する皮膚や粘膜が、病原
体などの異物の侵入を未然に防
ぐバリアとして機能しています。
その後、食細胞による非特異的
防御が行われます。自然免疫で
処理しきれなかった異物にはよ
り強力な獲得免疫が働きます。
獲得免疫は学習、適応、記憶す
る能力に優れ、効率的な防御を
可能とします。抗原が体内に侵
入してからどのような流れで処
理するのかを学ぶことができま

した。さらに、新型コロナウイ
ルスについても勉強していきま
した。新型コロナウイルスはイ
ンターフェロンの放出を抑える
はたらきがあります。そのため、
感染者は自身がウイルス感染し
ていることに気づかないことが
多く、感染者でも症状がない・
軽い段階で他者に感染させるリ
スクがあるということを学びま
した。学んでいく中で、新型コ
ロナウイルスについて様々な情
報があり、正しい情報を理解す
ることに苦戦しました。今現在
も新型コロナウイルスの感染が
拡大している中、今後医療者と

25期生
　担　任
菊池静華
廣澤絵美瑠
福井慶子

学生
共に歩んだ一年

2年
生

25 期生集合
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なる私たちがどのような行動を
するべきなのかを考え続けてい
きたいと思います。

感染対策を十分に行い、成人
Ⅰ実習に臨みました。今回の実
習は、生命活動の学びを土台に
し、患者さんの願いを聞き応援
に繋げていきました。

A 氏は 80 歳代前半の女性で、
腰椎圧迫骨折にて入院している
方であり「早く退院したい」と
いう願いがありました。普段か
らコルセットを使用しての生活
でしたが、トイレや起き上がり
時にコルセットをはずしてしま
うことで、重力によって骨折部
位が悪化してしまうことが考え
られたので、パンフレットを作
成しコルセットの重要性を患者
さんと一緒に学びました。一緒
に行うことで新たな骨折の予防
につなげる看護応援が出来まし
た。患者さんの願いを聞き、入
院中だけでなく退院後の生活も
見据えた応援をすることの大切
さを学びました。

在宅看護論実習では、患者さ
ん１人をグループで受け持ちま
した。乳がん末期・喘息を患っ
た 50 歳代後半の女性を受け
持たせていただきました。20

歳代から公害喘息と認定され、
40 歳代に乳がんを発症し、治
療を行いましたが、再発し現在
乳がん末期と診断された方で
した。「外に出たい。」という願
いがあるものの、在宅酸素 3.5
Ｌ投与、移動は車椅子であった
ため、外出することが難しい状
態でした。患者さんの願いを叶
えるために、病態をグループで
深め、実習中３回車椅子で外出
をすることができました。外出
時は酸素４L 投与となり、癌の
末期状態、喘息があり免疫機能
が低下で、微細なウイルスの感
染でも命に関わってしまうこと
が考えられるため、感染予防に
気をつけなければならないと、
病態を理解し学ぶことができま
した。看護師としてケアを行う
ことも大切ですが、一緒に外出
をし、お買い物や散歩をして楽
しい時間を一緒に過ごすことも
看護であると学びました。在宅
では訪問看護師だけではなく、
家族が介護を行うため、家族の
負担が大きくなってしまいます。
そのため、看護師は利用者だけ
でなく、家族への精神的なケア
を含め、支えていくことが必要
であると学びました。その人ら

しく趣味や生きがい、家族の思
いなど尊重して生きるために在
宅療養を選択されている方が多
いと学ぶことが出来ました。

老年実習では、70 歳代男性
で、糖尿病性腎症が進行した末
期腎不全の方を受け持ちました。
腎不全による皮膚の掻痒感があ
り、さらに透析治療を受けてい
るため皮膚の乾燥が著しい方で
した。皮膚の状態を改善させる
ため、重曹を使用した清拭、保
湿を行うことで、受け持ち当初
と比べ皮膚の状態が改善しまし
た。また、掻痒感から皮膚を掻
きむしる様子が見られることか
らミトンを使用していましたが、
手指の可動域を保ちながら傷を
増やさないために軍手を使用し
た実践をしました。今回の実習
を通して患者さんの願いに添っ
た看護応援を行うために、患者
さんの病態を理解し根拠をもち、
看護に取り組む大切さを改めて
学ぶことができました。

２年次はコロナ禍により、制
限された中での学びでした。３
年次もまだまだ制約が続くと思
いますが、患者さんからしっか
りと学んでいきたいと思います。

演習（今年は人数制限をしながら実施） 地域フィールドの学び
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私たちはいよいよ国家試験を
迎えるという緊張感の中、４月
に３年生になりました。新型コ
ロナウイルスが感染拡大し、そ
れに伴い５月末まで休校になり
ました。この状態で「卒業でき
るのか」「国家試験は受けられ
るのか」不安な気持ちでいっぱ
いでした。

６月から学校が再開し、通常
より短縮された在宅・老年実習
となり、２週間でどんな実践が
できるのだろうと思うこともあ
りました。老年実習では癌終末
期の患者さんを受け持ち、終末

期の看護ではその人らしい最期
を応援していくために大切だと
感じました。さらに、その人ら
しい最期を迎えてもらうために
はその患者さん自身の人生を知
らなければならず、
患者さんの生活史
を知ることの大切
さを改めて学びま
した。

研修旅行はコロ
ナ禍で、宿泊を伴
う遠方の旅行は難
しく、クラスで何
度も話し合いを進

めた結果、住み慣れた地域の歴
史や戦争の爪痕を学ぶことにし
ました。戦争は人間として生き
る当たり前の権利を簡単に奪っ
てしまいます。平和と対極にあ

24期生
　担　任
富田智恵
高田澄子
保科時子

学生
共に歩んだ一年

3年
生

研修旅行　多磨全生園にて

東京都復興記念館関東大震災被害の展示
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る悲惨な戦争の過ちを二度と繰
り返さないために、歴史を学ぶ
必要があると知りました。今後
人間の尊厳と生命に直接関わる
医療者として、歴史の事実を正
しく知る必要があると強く感じ
ました。

総合実習では、階段から転落
し徐々に食欲不振、体動困難出
現し、救急搬送され熱中症・脱
水となり入院された 70 歳代後
半の男性を受け持ちました。E
氏は熱中症・脱水の治療が終了
してもなお約２か月間の長期
入院をしていました。最初は E
氏の入院期間が長期化している
のは ADL 回復のためだと思っ
ていました。しかし、それだけ
ではなく、同居している 40 歳
代後半の長男は 10 年以上失業
中で E 氏の身体のことを気に
かける余裕がなかったことが E
氏の生活背景から分かりました。
E 氏はこれまでにも転倒を繰り
返していましたが、病院の受診
歴はなく、経済的に困窮しなが
ら生活を送っていた事実が今
回の入院を機に表面化しました。

家族がいても地域から孤立する
現実を目の当たりにしました。
このような事例から、SDH（健
康の社会的決定要因）の視点で
患者さんの社会背景を捉える大
切を研究を通して学びました。

３年間の実習で回復する患者
さんの姿や頑張りから多くを学
び、どの患者さんも病気に至っ
た背景を見ていくと生活しやす
い社会ではないこと、生活と労
働そして健康の社会的決定要因
がつながっていると学べました。
私たちは誰もが自分らしく安心
して生活するにはどうしたらい
いのか追求したいと思い研究し
てきました。

北欧では実現可能となってい
る社会保障が、日本では新自由
主義や社会保障・税一体化改革
などにより「自己責任論」が根
付いているため、憲法が正しく
行使されていないと知りました。
憲法にある「基本的人権」は「そ
の人らしい生活」を送ることを
保障しています。現在の日本は、
権力を濫用しないように制定さ
れた国民のための憲法のはずで

すが、その権利が護られていま
せんでした。これらは、日本の
政治への関心の低さが問題であ
ると感じました。私たちもこの
学校で学ぶまでは、自分たちの
意見が反映されないように思い、
政治から目を背け日本社会の全
体像が見えていませんでした。
しかし今、患者さんの事実をあ
りのままに捉えることで、人権
が護られていない社会になって
いることに危機感を覚えました。

憲法 12 条では「国民に保障
する自由及び権利は、国民の不
断の努力によってこれを保持し
なければならない」とされてい
ます。今まで国や政府という大
きな存在に対してあまりにも自
分の存在が小さく無力だと思っ
て行動できませんでしたが、先
人が不断の努力により作り上げ
た社会保障制度をこれ以上後退
させてはいけないと思いました。
これから医療者として人々の健
康で自分らしく幸せに生きる権
利を護るため、一国民として不
断の努力で私たちの憲法を護り
続けていきたいです。

国試対策講座① 国試対策講座②
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　2020年 ９ 月18日 に『コ ロ

ナ禍の今を生きる～夢を追い

かけ続ける私たち～』という

テーマで東葛祭を行いました。

今年はコロナウイルスの影響

で授業の再開が遅くなり、実習

の中止や期間の短縮、例年通り

の学びが出来ず、不安がありま

した。また世間ではコロナ世代

と呼ばれてしまうような現状

があり、その逆境に屈しないと

いう思いを込めこのテーマに

しました。

　例年は食事処やフリーマー

ケットなど二日間に分けて地

域の方にお越しいただき、交流

してきました。しかし今年は新

型コロナウイルス感染防止の

ため、外部公開せず学びの発表

のみを行いました。学びの発表

では、各学年の学びを共有しま

した。１年生は運動負荷実験に

ついて、２年生は生命活動の免

疫について、３年生は在宅実

習について発表しました。特に

2年生の発表では、新型コロナ

ウイルスについての内容も含

まれており、感染防止対策に繋

げる学びとなりました。また平

和ゼミナールがwebの原水禁

での学びを報告し全学年で共

有しました。学年の垣根を越え

て積極的な意見交流が出来ま

した。しかしZOOMでの発表

だったため音声やカメラの調

整などで今後の課題となりま

した。

　講演会では武本匡弘さんを

お招きし、『海から見る地球～

地球問題と平和について考え

る～』というテーマで講演をし

ていただきました。プラスチッ

クが温室効果ガスの25倍もの

ガスを海中で排出しているこ

とを知り、普段当たり前のよう

に出しているペットボトルな

どのプラスチックが地球温暖

化問題に深く関係しているこ

とがわかりました。地球温暖化

の影響で北極の氷が溶け、海水

温の上昇に伴う海面の上昇が

起こり、国をも失う危機に陥っ

ていることにとても驚かされ

ました。また、世界の海でサン

ゴの石灰化が進行し美しい海

の景観が奪われている現状が

あることを知りました。プラス

チックは今までリサイクルが

できる環境にやさしいものだ

という認識を持っていました

が、実際にリサイクルされてい

るのは約３割であり、約７割が

リサイクルされずに燃やされ、

多くのメタンやエチレン、二酸

化炭素の排出に繋がっている

ことを学びました。プラスチッ

クの使用を減らすためにマイ

ボトルやエコバックを利用す

ることが大切だと思いました。

　講演を通し、人間の生命活動

は自然と共に営まれ、私たちは

自然に生かされているのだと

再確認しました。自然と共存し

ていくためには私たち一人一

人が環境問題に目を向け、自然

を護るために行動していかな

くてはならないと決意しまし

た。

　今年は３密を避けて楽しめ

る企画を学生が主体となって

作り上げました。テーマは『東

葛Before After』で内容は各

クラス代表者をメイクやコー

ディネートで変身させ、変身

前と変身後を1つの動画にま

とめてZOOMで共有しました。

企画を通して学生だけでなく

教員も参加して盛り上がり、東

葛祭は大成功をおさめること

ができました。

東葛祭実行委員長３年

榎本真帆

第26回　東葛祭
写真で語る 2020
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す。そのごみの多くは石油ででき
ているため、プラスチック製品を
全世界で使用しなくなれば、石油
の争奪戦がなくなると聞き、戦争
と環境汚染は別問題ではなく、密
接な関係性があるのだと知りまし
た。戦争が招くものは私たちの命
だけでなく、地球の環境にも大き
な影響を及ぼすとつながりました。

沖縄の特別集会では長瀬和男さ
んの発言から「日本政府が沖縄の
土地を強制的に借り上げ、米軍に
提供する提供施設になり、日米地位
協定によって県民の人権以上に米
軍への特権待遇を重視された。」と
聞かせていただきました。新基地
建設に対したくさんの県民が反対
しているにもかかわらず、建設が
強行されており民意の尊重がされ
ていないということが分かりまし
た。沖縄県民だけの問題だけでな
く日本全体の問題として、若い世
代の人たちも政治に参加していき
民主主義を育て問題を解決してい
かなければいけないと思いました。

私たちは今回原水爆禁止世界
大会にオンラインで参加しまし
た。新型コロナウイルスの影響で
今年は広島に行くことが出来ませ
んでしたが、広島・長崎の被爆者
の方々のお話だけでなく、ベトナ
ムの枯葉剤や沖縄の軍地基地問題
などのお話を聞き、世界にはさま
ざまな問題が起きており、今現在
も苦しみ続けている人がいるとい
うことを学びました。

ベトナムの枯葉剤の問題につ
いて、私たちは全く知りませんで
したが、枯葉剤に含まれているダ
イオキシンが人体に大きく影響を
及ぼしその影響は第 3 世代にま
で被害が続いていました。

現在、戦争での被害を受けてい
るのは人だけでなく海などの環境
にも影響を及ぼしているということ
を、東葛祭の講演会で武本さんか
ら聞かせていただきました。私た
ちが日常で使用しているペットボト
ルなどのプラスチックごみが年間
800 万トンも海に流れ込んでいま

広島デーでは山田寿美子さんの
発言から「私たち被爆者にとって
は 1945 年８月６日、９日の原爆
投下後から今もなお被ばくによる
影響で病気になるのではないかと
ずっと不安で生活しています。子
どもや孫にも影響があるのではな
いかという不安もあります。核被
害を一生持ちづけることが核兵器
の怖さです。」と話され、改めて核
兵器の恐ろしさを実感しました。

原爆投下から 75 年が経ち、現
在 84 か国が署名し批准国は 50
か国に達しました。1995 年に原
水爆禁止世界大会が開催されて
から 65 年間、被爆者の方々が核
兵器廃絶に向け平和行進をし続け
たことで公正で平和な世界へと近
づいていっていると感じました。
2021 年 1 月 22 日に核兵器禁止
条約が発効します。日本は条約に
署名していませんが、戦争が起こ
らないようにするために私たちが
悲惨さを次の世代へ伝えて行動し
ていく事が重要であると思います。

原水爆禁止 2020世界大会（オンライン）に参加して
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23 期自治会活動紹介23期自治会活動紹介
私たち東葛看護専門学校自治会

は、勤医会東葛看護専門学校の学生
として「患者の立場に立つ看護」を
学ぶという本来の目的を達成するた
めに、学生の学習環境の改善や生活
を護りたいと流山市の給付型奨学金
制定や今のコロナ禍での学生の困窮
を改善したいと活動してきました。

2017 年 に ア ル バ イ ト 調 査 を
行った結果、経済的事情からアルバ
イトせざるを得ない状況にある学
生が多数いることが分かりました。
2019 年もアルバイト実態調査を
行い、前回よりもアルバイトをして
いる学生が増え、学業への支障が出
ているという回答が 10％増えてい
ました。そのため、給付型奨学金制
度のための署名活動を行い、全国か
ら 8690 筆の署名をいただくこと
ができました。その結果 2020 年
2 月に「流山市看護師等就学資金貸
付制度」が制定されました。当初、
対象者は 20 人とされていましたが、
今年度は様々な方の協力があり 24
人の申請が通りました。しかし、一

年ごとに更新しなければならないこ
とや給付金が少ないこと、対象人数
が少ないことなど流山市看護師等修
学資金制度の使いづらさがあると考
え、全校生徒の意見を聞くため流山
市看護師等修学資金についてアン
ケートを 12 月に行いました。その
結果、制度についてよくわからない
との回答が多く、制度を利用できる
条件（流山市民でなくても流山市内
の病院に就職すれば制度を利用でき
ることなど）が知られていないこと
が分かりました。その為、今後はた
くさんの方に知ってもらう必要があ
ると思い、インターネットやチラシ
の掲示などで学内外にも広めていく
活動を行っていきたいです。

さらに、今年度は新型コロナウ
イルスの感染拡大によって私たち看
護学生の生活も大きく変化がありま
した。4 月に行った「コロナに関す
る学校生活への影響アンケート」で
は、71 人中 40％の人が「収入が
減った」と回答しており、今までア
ルバイトの収入を何に使っていた

か（複数回答可）という質問に対し
75 人中 40％の人が生活費に、ま
た 30.7％の人が学費に充てていた
という結果となりました。この結果
から、新型コロナウイルスの影響で
収入が減ったことにより、生活費や
学費に充てるお金が無くなってしま
い生活が苦しくなっている現状を知
ることができました。

民医連が全国の奨学生に対し実
態を把握するためにアンケートを実
施しました。コロナの影響により家
族の収入が減り、親から受けている
経済的援助が減少していました。ま
た、アルバイト禁止で生活と学業に
困難をきたしている学生も多いとい
う結果がでました。東葛看護専門学
校に記者会見の機会をいただき、そ
こで私たち学生自治会が動画で思い
を発信させていただきました。

今年度は新型コロナウイルスの
影響により、思うように学校生活を
送ることができていませんが、学生
がより良い学校生活を送れるように
日々活動していきます。
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2018 年 5 月より着任いたしました大井涼と申します。私は、2007
年に東葛看護専門学校を卒業後、東葛病院で働いてきました。着任初日、
不安と緊張でいっぱいでしたが、暖かく迎えてくれた学生に今も感謝し
ています。異動となり約 3 年が経ちますが、自分に続けられるのだろう
かと思うことが何度もありました。しかし、いつもそんな自分に、もう
少し頑張ろうと思わせてくれたのは学生でした。ひとりひとりが自分と
向き合い、それぞれの思いを持ちながら看護師への道を歩む一瞬一瞬の
時や眼差しに支えられてきました。これからも人間とは、看護とは何か、
学生と共に学ばせてもらい、学生から学んでいきたいと思います。

久々に戻ってきた母校は、緊急事態宣言による休校で静まり返ってい
ました。学生の登校が始まると、学校は活気に満ち溢れ、本来のあるべ
き姿を取り戻し、学生の持つエネルギーを感じました。臨地実習で学生
達は患者さんと向き合い、病態を学びます。レポートを作成する中で、
病態を深め、自分自身と向き合っていきます。その成長過程を間近で感じ、
目頭が熱くなることが何度もありました。また、私自身も学ぶことの楽
しみ、喜びを実感でき、この学校で学生と共に、患者さんの人権擁護の
立場に立った看護を行うことができるように学んで行きたいと思うよう
になりました。セキセイインコが好きなので写真がある人は是非見せて
下さい。

７月に着任になりました。1 科 10 期生で卒業後、代々木病院で勤務
していました。まさか教員として学校へ戻ってくるとは思ってもおらず、
そして、自分が教えて頂いた先生方と仕事をするのはとても不思議な感
じで、学生に戻った気分です。病棟で実習指導者として学生と一緒に実
習するのは楽しいと思っていました。しかし着任後、病態を一緒に学び、
教科書を開くとあれもこれも覚えていない…いかに経験値で業務をして
いたか思い知らされる毎日です。また、あの患者さんの退院支援はあれ
でよかったのだろうかなどと振り返る毎日です。明るく元気いっぱいの
みなさんと共にこれからまた楽しく看護を学んでいきたいと思っていま
す。よろしくお願いします。

新任のご挨拶新任のご挨拶

大井　涼

廣澤　絵美瑠

保科　時子
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コロナ禍で守り発展させたい「東葛看護学校の教育」
勤医会東葛看護専門学校　副校長　山田　かおる

2020年１月新型コロナウイル
ス感染症が世界的に感染拡大し始
めました。卒業式縮小・中止が叫
ばれはじめるなか、「３年間頑張っ
てきた23期生の卒業式を出来るだ
け今まで通り行いたい、一緒に学ん
できた在校生も参加してもらいた
い、見守ってこられた保護者には晴
れの姿を見てもらいたい。」という
思いを教職員で意思統一しました。
感染予防をしながら最大の規模で
行う卒業式に向けて、内外の打ち
合わせをして取り組みました。参列
者への感染予防対策の徹底・参加
者数の決定、定期換気の計画、そし
て主役23期生の決意表明・３年間
の映像上映・「証」合唱45分間は
最大の時間を保障しました。「人権
を護る看護師になる」力強く決意
表明した23期生37名は卒業して
いきました。23期生と戸澤担任に
あふれた涙には、苦労を乗り越え
た喜びが溢れていました。３月18
日在校生は2019年度予定してい
たすべてのカリキュラムを終え、
春季休みを迎えました。
【臨時休校期間の取り組み】
１ ）紙面学習から動画作成そして

オンライン授業の立ち上げまで
（４～ 5月）
パンデミックに至った全世界へ

の感染症の広がりと日本の感染症
対策、文科省・厚労省からの学校
教育に係る指針さらに千葉県や東
葛地域の現状を分析し東葛看護学
校の方針を決定し進めてきました。
当初春休みから４月１か月強を臨
時休校、始業はゴールデンウィーク
明けと決定しましたが、４月16日

全国に緊急事態宣言が拡大され５
月末までの臨時休校延期を決定し
ました。休校中も学びを止めないた
めに、学年ごとの学習課題を検討
して郵送で発送しました。１年生は
入学式も迎えられないなかで、感
染症への学びを進めるための学習
文献と、自分の思いや考えを記述
する課題を提示しました。２年生
は「生命150億年の旅」を読む春休
み課題、そしてグループ学習課題
を提示して生命活動に取り組みま
した。３年生は国家試験学習の取
り組みを始めました。学生へのお知
らせはメールメイトを活用しなが
ら行ってきましたが、一斉に多くの
情報を正確に伝えるために、ホー
ムページに「学生専用」ページを立
ち上げ活用を始ました。一方、緊急
事態宣言で外出を制限されるなか
で、学生たちは元気でやっているの
か、どんな思いでいるのか思いを馳
せていました。今まで賑やかだった
学校が、学生のいない空虚な建物
に一変してしまいました。郵送や
ホームページからの配信という一
方向の発信ではなく、双方向の関
係をつくりたい。不安を抱える学生
を励ましたい。そのような思いから
動画の作成を始めました。３年生
は最も心配をしているだろう国家
試験の学習動画を作成。全教員が
問題の解説を行い、国試を応援す
る教育活動を始めました。私たち
は、動画の準備を通して教材研究
が広がり、撮影場面を見ることで
研究授業となり学び合う場にもな
りました。動画作成に取り組んでい
ただいた外部講師からも、「初めて

の動画作成を通して、90分の授業
内容を精選する取り組みになり授
業を見直すよい機会になった。無
駄な言葉や重複があった」とのコメ
ントが寄せられました。さらに、長
期の休校で自粛を強いられる学生
にむけて、教職員でハンドベル演
奏・自己紹介動画作成等にも取り
組み、学生への励ましを送り続けま
した。仕事の合間に、教職員14名全
員で「世界に一つだけの花」を練習
しました。初めてのことばかりで
疲労している教職員にとって、心一
つに音楽を奏でることは癒しの時
間にもなりました。さらに、オンデ
マンド式の動画授業の配信と同時
に、ライブ式によるオンライン授業
に向けた研究に取り組みました。情
報収集とオンライン授業への研究
と同時に全学生への学習環境のア
ンケート調査を行い、ほぼ学生全
員がインターネット活用した授業
が可能と判断しました。準備が整
わない数名の学生には、学校内に
学習環境の保障をしました。
２）初めてのオンライン授業

zoomを活用したオンラインHR
に向けて準備を進めました。操作
に慣れるための教職員同士の練
習、必要機器の設定、HR内容と方
法の検討。学生一人一人との接続
テストを数日にわたって行い環境
設定を一緒に行いました。そして５
月22日（金）ドキドキのオンライン

Webの授業
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HRでした。２・３年生は２か月ぶ
りに画面越しでも仲間に出逢えた
ことに、喜びが溢れていました。ど
んな思いや状況で休校期間を過
ごしてきたのかをクラス全員で交
流しました。一方1年生は初めての
HRが画面越しになり、表情は硬く
緊張が伝わってきました。しかし自
己紹介を行いクラス全員と顔を合
わせることが出来、終了頃には少し
緊張もほぐれ安堵していることが
伝わってくる学生もいました。その
後、オンラインGW・オンライン
授業に取り組みました。さらにイン
ターネット教材「ナーシングチャネ
ル」の無料視聴トライアルをしまし
た。１年生への生理学（生命活動）を
zoomによるライブ授業、２年生は
生命活動をオンラインGW、３年生
は４月に開講の在宅看護論・老年
看護総論・看護技術穿刺をライブ
授業で行いました。オンラインでは
ありましたが、「仲間と会えて話が
できてうれしかった」「学びを仲間
と共に行えてよかった」、そして「学
校へ行きたい」という多くの声が寄
せられました。教職員にとってはシ
ステムの立ち上げ、対面ではなく機
器使用を介した短縮授業で、学び
の内容の選定から教授方法に至る
まで、授業のつくり直しが必要でし
た。効果的な授業をどう作り上げ
るか、手探りでの授業が続きました。
しかし数カ月自宅での自粛生活を
行ってきた学生にとって、オンライ
ンで仲間や教員と繋がれたことは、

郵送や動画配信にはない双方向の
環境を作れ、「仲間と繋がる」場とし
て大変有意義でした。自宅で学習
できることは、感染のリスクを下げ
ることが出来る安心に繋がったと
思いますが、一方インターネット環
境が全学生同様に揃わない大きな
課題と自宅だから学習に集中でき
ない（家庭環境等により）という現
状も明らかになりました。
【学生全員が学校に集った！学校
が始まった】

６月１日には全校と教職員によ
る入学と始業の集いを行いました。
今年度初めて全学年が集う会を
行い、新入生26期生を迎えること
が出来ました。感染対策として３
密を避けるために、座席の距離を
1.8ｍとり換気を行い、時間を短
縮した今年度初めての学校行事と
なりました。26期生は緊張しな
がらも堂々と本校の学生として集
いに参加し、在校生から暖かく迎
えられました。また教職員からの
サプライズハンドベル演奏には学
生たちから笑顔や笑いが溢れる機
会になりました。感染対策を行い
ながら今年度の学内での学びのス
タートを全校で行えたことは、節
目となり東葛看護学校の一員であ
るという自覚がうまれ、学生教職
員がともに歩む本校らしい取り組
みとなりました。

３年生は臨地実習を控えて他
学年との接触を極力さけるために
教室を講堂に設置し、１年生第１教
室・２年生第５教室で、机の距離を
１ｍとって配置しました。朝と夕方
の通学・通勤ラッシュをさける時
差登校から始めました。さらに、４
月から始めた健康観察表を登校時
に持参して、教員が検温と問診に

よるトリアージを行い、健康上の課
題がない学生のみが授業参加にし
ました。発熱時は校医と相談しな
が判断。法人のガイドラインを元に
東葛看護学校のガイドラインを作
成しました。学生から朝相談の電
話が入り、登校前に相談をして登
校の判断をすることが周知徹底さ
れていきました。臨地実習において
は、実習場の責任者と感染予防対
策の規定をつくり準備を進めてい
きました。実習時は教員が必ず朝
実習場にいき、健康観察をして実
習可能かどうかの判断を行いまし
た。体温は１日４回検温表へ記入し
提出、個人用感染防御具のゴーグ
ル着用・消毒・手洗い・必要時ビ
ニールエプロン・不織布マスクを
着用しました。発熱者は受診を義
務付けPCR検査対象かどうかを必
ず確認をして、校医と相談しながら
判断し、コロナ感染者を１名も出さ
ずに予定した全ての実習を実施す
ることが出来ました。
【学生とともに取り組んだ感染予
防対策】

感染予防対策の中心は、学生の
厚生保健委員会と学校感染予防対
策教員（３名体制）が、感染症対策
づくり・備品準備・環境整備を学
生と学習・検討を行い運営してき
ました。

換気と間隔を開けた教室の整
備、１方向で食べる食事会場の準
備、廊下・トイレ等で密にならな
い同線づくり、昼食と夕方の清掃
と消毒方法
を確立して
いきました。
始業後は連
日厚生保健
委員会を開

朝の健康チェック

Webで HR
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催し（厚生保健・４役・自治会に
よる合同会議も含め）、夕方には教
職員による振りかえりを連日行い、
１か月かけて方法を修正しながら、
学生委員会とともに感染予防対策
をつくり上げてきました。３年生
を中心として本校らしい組織的
な活動を、学生を中心に行ってき
ました。活動をとおして３年生の
自覚と責任が育まれ、３年生から
１・２年生が学ぶ会議にもなって
いきました。６月半ばごろからは、
学生の厚生保健委員会の成長の場
になるよう、学習に注力してきま
した。６月末からは非接触型の体
温計を使用しながら学生による検
温観察システムをつくりました。
【看護学生の経済的基盤をつくる
活動】

コロナ禍でアルバイトが大幅に
制限され、さらに保護者の経済状
況の変化のなかで、学びを保障す
る基盤となる経済的支援に事務を
中心に学校全体で取り組んでいき
ました。学生自治会とともに実態把
握のためのアンケート調査も行い、
４割の学生が経済的に困難を抱え
たことが明らかになりました。
「文科省学生支援緊急給付金」で

は、アルバイト減収・中止など困難
な学生に対して学校に配分された
予算枠すべてに対して申請を行い、
申請者22名全員が受理されまし
た。さらに、「流山市学生応援給付
金」は全国に先駆けて流山市が取
り組んだ制度で、年間授業料1/2
を保障するもの、前期１名後期２
名が受理されました。また、５年か
けて取り組んでいた流山市給付型
奨学金制度は、申請者24名全員が
受理されて給付が始まりました。
陳情活動・署名活動が制度制定そ

して実施へと画期的な取り組みと
なり、「行動すれば社会は変わる・
変えられる」を体験的に学び、社会
変革を推し進めた学生そして学校
の大きな財産になる取り組みでし
た。さらに、学生にとっては明日・
人間・社会への信頼につながる学
びでした。
【コロナ禍で保障していただいた
臨地実習】

臨時休校と感染拡大のなかで年
度予定は大幅に変更をしましたが、
本校の設立法人である東京勤労者
医療会そして共同事業である船橋
二和病院で、予定した実習を実施
することが出来ました。

３年生の在宅看護論では、終末
期にある患者さんの限られた時間
を人間らしく豊かに生きる応援を
臨床と協同して行った実践、そして
利用者さんの最期まで力強く生き
る力に励まされる実践も多く、本物
の学びでした。この時期に臨地実
習を保障していただき学生の実習
に期待をして託して頂けたことは、
臨床とともに歩んできた25年間の
教育実践上にあると思います。こ
のような時期だからこそ、学生の健
康管理を学校は責任をもって行い、
病院への過剰な負荷をかけない実
習指導体制に注力しました。しか
し３年生最後の総合実習では、予
定病院でコロナ陽性者が出てしま
い臨地実習の受け入れが不可にな
りました。討議を重ね、教育理念に
基づき「患者さんの事実から出発
し、事実に学ぶ」ために、模擬事例・
模擬患者そしてシュミレーターで
はない学内実習をすることを決め
ました。３年次に受け持たせていた
だいた患者さんの実践をもう一度
検証をして、卒業論文まで学びを

深めていく「学内実習」をつくり上
げていきました。病態を学びなお
し、実践してきた看護が本当に患
者さんの人権を保障する看護技術
であったのかを検証した「看護技
術ゼミ」、退院後の自宅・施設訪問、
ケースワーカーや医療事務からの
講義をとおして生活と労働の場面
から患者さんを捉えなおし、３年間
の総仕上げとして卒業研究に取り
組みました。「患者の人権擁護のた
めに、仲間とともに闘う覚悟」が出
来たと綴った力強い決意は、コロナ
禍だからこそ命と健康を護る社会
を自らが創っていくという覚悟で
した。見事な卒業論文に、学生たち
の存在は「希望ある未来」と感動に
震え、学生とともに学べたことに感
謝が溢れました。コロナ禍で方法
は変わっても、教育理念を貫いた
2020年度の教育実践を体現した
卒業論文ゼミナールになりました。

「困難な時には困難よりもっとおお
きくなってやる」と卒業式で学生た
ちにエールを送った故三上満校長
の言葉を思い出し、コロナ禍だから
仕方ないと縮小するのではなく、大
切にしてきたことを貫くことで新
たな教育へと発展することを確信
しました。

厚生保健委員会
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コロナ禍の「禍」は「か」と読み、「災い」や「災
難」「不幸なできごと」を意味する言葉です。緊
急事態宣言から１年、学生の学びの保障に日々奔
走してきました。
授業、実習はもちろん入学式、ナーシングセレモ
ニー、オープンキャンパスなどの学びは東葛看護
学校の宝です。出来ないのではなく今の情勢を踏
まえ何ができるか教職員一同で考え、学生との共
同で創りあげました。３密を避け、短縮行事には
なりましたがすべての行事を行うことができたこ
とを誇りに思います。中でも実習病院がコロナ禍

のため中止せざるを得ませんでした。そこで３年
間の集大成である総合実習を技術ゼミや今までの
事例を卒論研究へと変更しました。病態を振返り、
看護技術の創意・工夫そして発展させた技術は貴
重な学びの時間になりました。ゼミナールではど
の学生も「願いを応援する」とは「その人らしく
生きることを応援する」であり、「人権を護る」
に繋がったと意見を述べています。これからも社
会に貢献できる看護師として大きく羽ばたいてい
くでしょう。
 編集委員　高田澄子

１科15期生　田地野　君子
子供 3 人育てながらの学生時代は、実習だけで

なく繰り返されるグループワークや、季節ごとの
行事にボランティア活動、国試に取り掛かれたの
は卒論が終わった 1 月で、試験勉強はいつすれば
よいのかと何度も思いました。

臨床現場に入って思うことは、病気になると人
の生活は一変します。病気と一緒に生きていく事
の大変さ、命の選択を迫られる家族の苦悩、患者
さんや家族の思いは個々に違い一つ一つ聞き取り
共有して看護に繋げることは難しく悩むことも多
いです。スタッフの意見が違うことも大切で、繰
り返しカンファが行われ方針が決まります。学生
時代に繰り返し行ったグループワークの大切さ、
先生方の温かく強い眼差しは私たちへの未来への
応援だったことを今実感しています。　

今コロナ禍で実習が中止になり先の見えない学
生生活を送っていると思いますが未来は必ず来ま
す。どうか皆さんも日々の勉強、仲間との時間を
大切に頑張ってください。看護師の仕事は失敗も成
功もすべての経験が
自分の力になる楽しい
仕事です。これから
も学生さんが学びを
得ることができるよ
う応援しています。

２科15期生の千葉真由
美です。
東葛看護学校を卒業して

からは９年経ちます。学生時
代は授業や実習などに追わ
れる毎日でしたが、振り返る
と充実した学校生活でした。
臨床指導者や先生方が些細
なことにも相談に乗ってく
れるため、とても心強かったです。
東日本大震災の起きた2011年に卒業し、看護師とし

て10年目を迎えます。卒業後は我孫子わかくさ訪問看
護ステーションに着任になり、ステーションの名前が変
わりましたが今年で10年目になります。
在宅は利用者さんの生活の軸を高め、自宅で生活さ
れる「喜び」を一緒に味わうことが出来るのが魅力の
一つです。「年をとっても、障害があっても、認知症に
なっても、１人暮らしであっても経済的な事情に関わ
らず、住み慣れた地域で、当たり前に暮らし続けてい
くことを支援する」をモットーに今後も働き続けてい
きたいです。
コロナ禍での学校は大変ですよね。３年間はあっと
いう間で、実習や試験などで追われる日々だと思いま
す。看護師になってからも現場で学ぶことはたくさん
あります。患者さんのそばに寄り添うことも看護であ
ると日々感じています。同級生や先生方、さらに患者
さんなど色々な人と出会うことができる環境の中で、
今後同じ看護師として一緒に働けることを楽しみに
しています。学校を卒業したという自信が看護師人生
に必ずプラスになると思います。

ようこそ先輩

２科15期生
千葉真由美

学生の時苦労して育てた子ども達
も今は頼れるお父さんに成長しまし
た。大好きな孫に癒されています。

編　集　後　記
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23期生卒業式　輝かしい成長の姿

待ちに待った入学式　感染対策もバッチリ

患者さんから学び続け願いを応援できる看護師を目指します


